
C

西

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

の

旅

か

ら

昨
年
と
同
じ

よ
う
な

ス
ケ
ジ

ュ
1
ル
で
、
夏
休

み

に
西
欧
を

ま
わ

っ
た
。
ご
と

し
は
オ
ラ
ン
ダ

の
C
A

T
V
事
情
調
査

と
、

ロ
ン
ド
ソ
の
芝
居

を
観

る
旅

で

あ

る
。
期
間

は
八
月
末

か
ら
約

二
週
間

の
貝
程

で
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
は
も
う
秋

で
あ

っ
た
。

昨
年

訪
ね
た
ベ

ル
ギ
ー
は

ヨ
」

ロ
ヅ
パ
随

一
の
C

A
T
V

(
有
線

テ

レ
ビ
)

の
普
及
国
で
、
総
世
帯
数

三
七
二
万

の
う
ち
三

一
〇
万
世
帯
が
加
入
、
普

及
率

八
三
%

(
一
九
八
六
年

末
)

の
高

率
で
あ

っ
た
が
、

オ

ラ
ソ
ダ
は
ベ

ル
ギ

ー
に

つ
ぐ
都

市
型
C
A
T
V

の

先
進
国
で
あ
る
。
面
積
四
万
八
〇

〇
平
方

キ

ロ
余
、
・

九
州

よ
り
や
や
狭

い
く
ら

い
の
国
土

に
人

口
約

一
千

四
〇

〇
万
、
総
世
帯
数
五
五
〇
万
、
加
入
世
帯
一一二

〇
万
で
、

対
世
帯

普
及
率

は
五
六
%

(
同
年
末

)
で

あ
る
。
半
世
紀
以
上

も
前
、

ラ
ジ
オ
放
送

が
開
始
さ

れ
た

こ
ろ
、
国
境

を
接

す
る
西
欧

の
国

々
が
、
電

波

の
混
線

を
防
ぐ

た
め
に
有
線
放
送
を
採
用

し
た
と

い

荒

牧

富
美
江

う
歴
史
を
考
え
れ
ぽ
、

こ
の
地
方

の
ケ
ー
ブ

ル
網

の

発
達
も
不
思
議

で
は
な

い
。
西
欧

の
都
市

の
場
合
、

す

で
に
電
線
そ

の
他
を
納
め
る
地
下

ケ
ー
ブ

ル
が
整

備
さ
れ

て
い
る

こ
と
が
、

C
A
T
V

の
普

及
を
容
易

に
し
て
い
る
と

い
う
。

ア
ム
ス
テ

ル
ダ

ム
市

の
C
A
T
V

ケ
ー
ブ

ル
網

の

普

及
は
西
欧
最
大
級
と

い
わ
れ
る
も

の
で
、
そ

の
運

営

に
は
、

囚
諺
じd
団
い
↓
闇
い
国
く
H
ω
H国

諺
罎
ω
日
国
幻
I

U
≧
≦

bd
°
〈
°

(
K
T
A
)
が
あ

た

っ
て
い
る
。
K

T
A
は

一
九

七
七
年
創
立
、
株
式
会
社
組
織

で
、
市

が

五
〇
%
、
住
宅
公

団
が

四
八
%

の
株
を
持

つ
施
設

で
あ

る
。
現
在
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
C
A
T
V
普

及
率

は
七
五
%
、

チ

ャ
ソ
ネ

ル
数

ば

一
五
。

オ
ラ
ン

ダ
放
送
連
盟

(
N
O
S
)
の
ニ
チ

ャ
ソ
ネ
ル
の
ほ
か
、

西

ド
イ
ッ

・
ベ

ル
ギ

1

・
フ
ラ
ン
ス

・
イ
ギ
リ

ス

・

ル
ク
セ
ソ
ブ

ル
グ
諸
国

の
公
共

テ

レ
ビ
の
再
送
信

に

加

え
て
、

「
ス
ヵ
イ
チ

ャ
ソ
ネ
ル

(
英
〉
し
「
ス
ー
パ

ー
チ

ャ
ソ
ネ

ル

(英

)
」
な

ど
、

民
問
企
業
制
作

の

番
組
も
ネ

ッ
ト
さ
れ
て

い
る
。
但
し
、

こ
れ
ら

の
娯

楽

番
組
は
オ
ラ

ン
ダ
語

の
字
幕

や
吹
き
替

え
を
入
れ

る

こ
と
は
許

可
さ
れ
て

い
な

い
。
そ

の
理

由
は
、

こ

の
地
方

で
は
英

・
独

・
仏

・
オ
ラ

ソ
ダ
語

で

の
交
流

が
あ
り
、
言
葉
は
そ
れ
ほ
ど
障
害

に
な
ら
な

い
こ
と

と
、
自
国

の
放
送

の
保
護
と

い
う
意
味

も
あ
る
よ
う

だ
。
国
内

に
は
、
現
在
八

つ
の
放
送
団
体

が
あ
り
、
、

そ
れ
ぞ
れ
が
独
自

に
特
色

の
あ
る
番
組

を

制

作

し

て
、
政
府

か
ら
放
送
時
間

の
割
り
当
て
を
受
け

て
交

互

に
放
送
し

て
い
る
。

こ
う
し
た
ナ

ラ
ン
ダ

の
放
送

制
度
自
体
も
非
常

に
興
味
深

い
。

現
在
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
で
は
自
国

の
チ
ャ
ソ
ネ

ル
も

ア
ソ
テ
ナ
で
は
見

る
こ
と
が

で
き
な
く
な

っ
て

い
る
た
め
、

ケ
ー
ブ

ル
網
は
市

の
周
辺
ま

で
カ
バ

ー

し
て
い
る
。

K
T
A
の
経
営
状
態
も
良
好

で
、
月

一

四

・
七
ギ

ル
ダ

i

、(
約
千
円
)

の
料
金

の
引
下
げ
も

近
く
可
能

と
な

り
、

八
八
年
末

に
は

一
八
チ
ャ
ソ
ネ

ル
、
普

及
率
九
〇
%

に
達
す

る
と
予
想
さ
れ
、
九
〇

年
以
降

は
、

ニ

ュ
ー
メ
デ

ィ
ア
を
導
入

し
、

テ

レ
ビ

バ

ソ
キ

ソ
グ
、

シ

ョ
ッ
ピ

ソ
グ

の
サ
ー
ビ
ス
も
実
施

さ
れ
る
だ
ろ
う
と

い
う
。

さ
て
、

ア

ム
ス
テ

ル
ダ

ム
滞
在

は
三
泊

四
日
、

パ

リ
ニ
泊

で
残
る
九
日
が

悌
ソ
ド

ソ
で
あ
る
。

こ
老
し

も
古
典
劇
三

つ
に

ミ

ュ
ー
ジ
カ

ル
三

つ
を
観
る

こ
と

一,-27-一



が

で

き

た

α

ロ

ソ
ド

ソ

の
劇

場

案

内

の
八

月
後

半

版

を
昨

年

の

夏

の
と

比

較

し

て

み

る

と
、

R

S

C

の
よ

う

な

レ
パ

ー

ト
リ

ー

・
シ

ス

テ

ム

の
六
劇

場

を

除

い
て
、

主

な

劇

場

三

九

の
う

ち

三

割

が

ロ

ソ
グ

ラ

ソ
で
あ

る

。

ア

ガ

サ

・
ク
リ

ス

テ

ィ

の

「
ね

ず

み

と

り

」

は

三

五
年

目

に
入

っ
て

い
る

し

、

昨

年

観

た

ニ
ー

ル

・
サ

イ

モ

ソ

の

「
思

い
出

の
ブ

ラ
イ

ト

ン

・
ビ

ー
チ

」

も

、

ミ

ュ
1
ジ

カ

ル

「
ミ

イ

&

マ
イ

ガ

ー

ル
」

も

「
レ

・
、・・

ゼ

ラ
ブ

ル
」

も

、

ま

た

「
キ

ャ

ヅ
ツ
」

も

ま

だ

上

演

さ
れ

て

い

る
。

と

く

に

ミ

ェ
ー

ジ

カ

ル

一
四
劇

場

の

う

ち
七

劇

場
が

ロ
ソ

グ

ラ

ソ
も

の
な

の

は
、

最

近

イ

ギ

リ

ス
の

ミ

ュ
ー

ジ

カ

ル
の
評

価

が

高

ま

っ
て

い

る

証

拠

だ

ろ
う

か
。

こ

の
分

で

は

二
、

三
年

通

っ
た

ら

ロ

ソ
ド

ソ

の
ミ

ュ
ー

ジ

カ

ル
は
あ

ら

か

た
観

て

し

ま

う

こ
と

に

な

る

か

も

し

れ

な

い
。

古

典

劇

は

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア
を

二

つ
博

「
真

夏

の

夜

の
夢

」

と

「
リ

ヤ

王

」

で

あ

る

。

「
真

夏

の
夜

の
夢

」

は

、

昨

年

の
夏

ス
ト

ラ

ト

フ

オ

ー
ド

・
ア
ポ

ン

・
エ
イ

ボ

ソ

で
、

ロ
イ

ヤ

ル

・
シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア

・
カ

ン

パ

ニ
ー

(
R

S

C

)

が

上

演

し

て

い

た
。

こ
と

し

は
、

R

S

C

の

ロ
ソ
ド

ソ

の
本

拠

バ

ー

ピ

カ

ソ

で

の
上

演

で

あ

る
。

パ

ー
ビ

カ

ン
劇

場

は

ま
だ

新

し

い
、

一
五

〇

〇

席

く

ら

い

の

オ

ー
プ

ン

・
シ
ア

タ

ー

で
あ

る
。

夏

休

み

の

マ
チ

ネ

ー

の

せ

い
か
、
劇
揚
全
体
が
な
ご
や

か
な
雰
囲
気

で
、
小
学

生
く
ら

い
の
子
ど
も
達
が

二
割
近
く
も
ま
じ

っ
て
い

た
の
に
は
驚

い
た
。
子
ど
も
向
け

の
芝
居
だ

っ
た
か

と
海

フ

ァ
ソ
タ
ス
テ
ィ

ッ
ク
な
表
紙

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
見
な

お
し
た
ほ
ど

で
あ

る
。
舞
台

は
、
日
本

で
も

上
演

さ
れ

た
ピ

ー
タ
ー

・
ブ

ル
ッ
ク
の

.「
真
夏

の
夜

め
夢
」

ほ
ど
奇
抜

で
も

な
く
、

い
わ
ゆ

る
古
典
劇
風

で
も
な

い
。
子
ど
も
達

は
開
幕
中
も
幕
間
も
変

り
な

く
静
粛

で
あ

っ
た
。

こ
う
し
て
、
常

に
新

し
い
観
客

が

つ
ぎ

つ
ぎ

と
創
ら
れ
て
い
く

の
だ
ろ
う
か
。
ど

の

芝
居
も
、

ミ

ュ
ー
ジ
カ

ル
も
、
観
客

は
老
若
男
女

に

わ
た
り
、
日
本

の
よ
う

に
観
客
層

が
偏

っ
て

い
る
感

じ
は
な

い
。
歌
舞
伎
教
室

な
ど
を
観
る
中

・
高
校

生

た
ち

の
あ

の
凄
ま
じ

い
騒
音
を
思

い
あ
わ

せ
て
、
何

が
違
う

の
か
と
考
え
さ

せ
ら
れ
て
し
ま
,っ
た
。

「
リ

ヤ
王
」

は
、

ナ
シ

ョ
ナ
ル

・
シ
ア
タ
ー

(
N

T
)

の
大
劇
場

オ
リ
ヴ

ィ

エ
だ

っ
た
。

こ
の
劇
場
も

ま
だ
新

し
い
オ
ー
プ

ソ

・
シ
ア
タ
ー
で
、
観
客
席
は

一
五
〇
〇
く
ら

い
だ

ろ
う

か
。
舞
台
は
天
井

か
ら
大

き
な
垂
れ
幕
が

二
枚
下

っ
て
い
る
だ
け

で
、
そ

の
幕

を
絞

り
上
げ

た
り
、
照
明

を
あ

て
た
り

で
場
面

の
変

化

を
暗
示

し
て
い
た
。

回
り
舞
台
も

セ
リ
も
な
さ
そ

う
で
、
一終

り
に
近

い
戦

闘
場
面

で
は
か
な

り
大
き
な

戦

車
が
登
場
し
た
。
衣
装

は
古
典
劇
風

で
は
あ

っ
た

が
、
あ

っ
さ
り
し
た
も

の
だ

っ
た
。
週
末

の

『
サ
ン

デ

ー

・
タ
イ

ム
ズ
』

の
短

評
は
、

リ
ア
王
を
演

じ
た

役

者
ア

ソ
ソ

ニ
ー

・
ホ
。フ
キ
ソ

ス
を
褒

め
て
い
た
。

老

人
め
哀

し
さ
を
し
み
じ
み
と
表
現

し
て

い
た

の
が

印
象

に
残

る
。

休
憩
を
入
れ
て
三
時
間

の
舞

台
も
、

ス
ピ
ー
デ

ィ
な
運
び

で
疲
れ

は
感

じ
な

か

っ
た
。

も
う

一
つ
の
古
典
劇

ば
、

ベ

ソ

・
ジ

ョ
ソ
ソ
ソ

の

「国
く
Φ疉

日
き

H昌

顕
δ

出
信
奪
o
霞
」

で
、

こ
れ
も
R

S
C
が
昨
年

ス
ト

ラ
ト

フ
ォ
ー
ド
で
上
演
し
た
も

の

を
、

マ
ー
メ
イ
ド
劇
場

に
移
し
て

い
た
。

こ
の
劇

場

は
、

ス
ト
ラ
ト
フ
ォ
ー
ド

の
ズ

ワ
ソ
劇
場
と
同
様
、

長
方
形

に
張
り
出
し
た
舞
台
を
五
〇
〇
ほ
ど

の
客
席

が
三
方

か
ら
取
り
囲
む
小
劇

場

で
あ
る
。
ベ

ソ

・
ジ

ョ
ン
ソ
ソ
は
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
と

ほ
ぼ
同
時
代

の
人

で
少

し
後
輩

に
な

る
。

こ
の
作
品

は
昭
和
初
年

に
北

村
喜

八
に
よ

っ
て

「
十
人
十
色
」
と

い
う
題
名

で
翻

訳
さ
れ

て
い
る
が
、
日
本

で
ば
上
演
さ
れ

た
こ
と
が

な

い
よ
う
だ
。

エ
リ
ザ
ベ
ス
朝

の
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
の

あ

る
庶

民

の
生
活

を

コ
メ
デ

ィ
調

に
描

い
て
い
る
。

舞

台

の
天
井

に
は
小
道
具
が
吊

し
て
あ

り
、

必
要

に

応

じ
て
上
げ
下
げ

す
る
。
梯
子

を
下

せ
ば
階
上

と
階

下
の
芝
居

に
な
り
、
戸

口
が
出

れ
ば
家

の
内

と
戸
外

の
景

に
な
る
と

い
う
具
合

で
あ

る
。
役
者

は
客
席

か

ら
登
場
し
た
り
、

ギ

ャ
ラ
リ
ー
に
消

え
た
り
す
る
。

羽
根
を

つ
け
た
帽
子
や
、
ビ

ロ
ー
ド

の

マ
ソ
ト
な
ど

古
典
風

の
衣
装
を
ま
と

っ
た
登
場
人
物

は

数

が

多
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く

、

複

雑

な

か

か

わ

り

あ

い
を

理
解

す

る

の
に
苦

労

し

た

が

、

明

る

く

お

お

ら

か

で
、

舞

台

と
客

席

の

一

体

感

が

楽

し

か

っ
た

。
劇

場
前

の
道

は
人

通

り
も

車

も

ま

ば

ら

で
、

と

て

も
劇

場

の
周

辺

と

は

思

え

な

い
。今

に

も
降

り

だ

し

そ
う

な
空

の
下

で
、
傍

を
流

れ

る

テ

ム
ズ
川

の
豊

か

な
水

も

暗

く

波

立

っ
て

い

た
。

ミ

ュ
ー

ジ

カ

ル
は
、

ま

ず

オ

ー

ル
ド

・
ヴ

ィ

ッ
ク

劇

場

の

「
キ

ス

・
ミ

ー

・
ケ

イ

ト
」
。

オ

ー

ル
ド

・

ヴ

ィ

ッ
ク

は
、

R

S

C
が

永

い
間

本

拠

と

し

て

い

た

所

で
、

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア

の
全

作

品

の
上

演

な

ど

で

知

ら
れ

、

英

国

人

が

「
世

界

で

.、寓

O
ω
↓

国
諺
ζ
O

d
ω
..
な

劇

場

」

と

自

慢

す

る
劇

場

で
あ

る

。

(
写

真

上

)
。

「
キ

ス

ー

・・
1

・
ケ

イ

ト
」

の
初

演

は

一
九

四

八
年

。

ア

メ
リ

カ

で
映

画

化

も

さ

れ

て

い
る

。

コ
ー

ル

・
ポ

ー

タ

ー

の
音

楽

と

、

ス

ト

ー
リ

ー

の
下

敷

に

「キ ス ・ミー ・ケ イ ト」 オ ー ル ド・

ヴ ィ ック劇 場

な

っ
た
シ

ェ
イ
ク

ス

ピ

ア

の

「
じ

ゃ
じ

ゃ
馬
な
ら

し
」
が
受
け
入
れ
ら
れ
た

の
か
、

フ
ィ
ナ
ー

レ
の
主

題
歌

の

コ
ー
ラ
ス
が
始
ま
る
と
、

自
然

に
客
席

の
手

拍
子
が
和
し

て
い
た
。

コ
メ
デ

ィ

・
リ
リ
ー

フ
の
ド

ジ
な
ギ

ャ
ン
グ
に
扮

し
た
二
人

の
中
年

の
役
者
が
、

最
後

に
は
歌

っ
て
踊

っ
て
さ
ら

っ
て
し
ま

っ
た
の
に

は
感

心
し
た
。

「腿
笛
口
匙
ω
霞
o
碧
」
は
、

ア

メ
リ
カ
の
ミ

ュ
1
ジ

カ

ル
で
、

日
本
で
も
上
演

さ
れ
た
お
馴
染

み
の
も

の
。

イ
ギ
リ

ス
の
ミ

ュ
ー
ジ
カ

ル
は
ど
う
や
ら
歌

の
方
が

優
勢

の
よ
う
だ
が
、

ア
メ
リ
ヵ
の
も

の
は
ダ

ン
ス
が

主

流
で
テ
ソ
ポ
の
早

い
タ

ッ
プ
が
鮮
や

か
で
あ
る
。

『
サ
ソ
デ

ー

・
タ
イ
ム
ズ
』
が

「
ア
メ
リ
カ
人

で
な

く

て
は
不
可
能

と
思

わ
れ

る
こ
と
を
、

イ
ギ
リ

ス
の

歌
手

や
ダ
ソ
サ
ー
が
う
ま
く
や

っ
て
い
る
」
と
評
し

「チ ェス 」 プ リンス ・エ ドワー ド

劇 場

て

い

た

の
が

面

白

か

っ
た
。

こ

の
劇

場

ロ
イ

ヤ

ル

・
ド

ウ

レ

ー
リ

ー

・
レ

ノ

イ

ソ
は

歴

史

の
あ

る
劇

場

で
、

「
マ

イ

・
フ

ェ
ア

・
レ

デ

ィ
」

の
舞

台

と

な

っ
た

コ
ベ

ソ
ト

・
ガ

ー
デ

ン

の
青

物
卸
市
場

の
す
ぐ
傍

に
あ

る
。
卸
市
場

は

移

転

し

て
、
建
物

は
庶
民
的
な

マ
ー
ケ

ッ
ト
に
な

っ
て
い
る

が
、
吹
き
抜
け

に
な

っ
た
地
下
広
場
を

の
ぞ
く
と
、

若

い
人

た
ち
が

ひ
し

め
き
あ

っ
て
バ

ン
ド
演
奏
を
楽

し
ん
で
い
た
。

も
う

一
つ
の
ミ

ュ
ー
ジ

カ
ル
、
プ
リ

ン
ス

・
エ
ド

ワ
ー
ド
劇
場

の

「
チ

ェ
ス
」
は
、
前

の
二

つ
に
比
べ

て
異
色

の
作
品
で
あ
る
。

こ
の
ロ
ッ
ク

・
ミ

ュ
ー
ジ

カ

ル
は
、
数
年
前
、

ソ
連

と

ア
メ
リ
カ

の
チ

ェ
ス
の

チ

ャ
ソ
ピ
オ

ソ
が
世
界

一
を
争

っ
た
実
話

に
、
恋

を

絡
ま
せ
た
も

の
で
、

『
サ

ン
デ
ー

・
タ
イ

ム
ズ
』
は

「陳
腐

で
、
あ

り
え
な

い
ス
ト
ー
リ
ー
だ
が
、

ト

レ

ヴ

ァ
ー

・
ナ
ソ
の
達

者
な
演

出

に
よ

っ
て
変
身

さ
せ

た
」
と
評
し
て

い
る
。

R
S
C

の
ト

レ
ヴ

ァ
ー

・
ナ

ソ
は

「
レ

・
、・・
ゼ

ラ
ブ

ル
」
と
同
様
、
大
掛

り
な
仕

掛
を
駆
使
し
て

い
る
。
劇

場

の
入

口
か
ら
、
舞
台

の

床
、
カ
ー
テ

ソ
、

す
べ
て
チ

ェ
ス
の
盤
面

と
同

じ
黒

白
や
赤

白

の
市
松
模
様

(写
真
下
)
。
舞
台
奥

と

両

袖

に
あ
る
六
四
個

の
マ
ル
チ

・
ス
ク
リ
ー
ソ
が
、

チ

ェ
ス
の
盤

面

の
動

き
を
拡
大

し
て
み
せ
た
り
、
勝
敗

を
報

道
す
る
テ

レ
ビ

ニ
ュ
ー

ス
の
画
面

に

な

っ

た

り
、

さ
ら
に
は

=
豆三

憂
す

る
米

ソ
両
国

の

フ
ァ
ソ

の
表
情

を
写

し
だ
す
な
ど
、
意
表

を

つ
く
ダ

イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
仕
掛

は
な

か
な
か
の
も

の
で
は
あ

っ
た
。

(
一
九

入
七

.
=

一
・
二
〇
)
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